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Jumping plantLlice（Hemiptera：Psylloidea）ofHiroshima Prefecture  

HiromitsuINOUEl）and Takeo YAMAUCHll）  

Abstract：So far atleast140 species of the jumplng plant1ice，Orinsects of  

Psylloidea，have beenknown fromJapan，but their detailed，distrib11tionalinforma  

tion has never been so much givenin the prefecturallevel．In Hiroshima Prefecture，  

the almost westernmos七日onsbu，OnlyIline species of Psylloidea havel〕een reCOrded  

untilnow．  

Inthesummer of2000，nearly300individuals ofPsylloideawere collectedmainly  

atlight trapln SeVeralplaces of the prefecture，They consi＄ted of22species belong  

1ng tO eight genera of払ree families．Thirteen species are recorded from the prefec  

tlユre for the first time，and some other species are consはered tol〕e neW SpeCies．   

In this report，the species of Psylloidea collected from Hiroshima Prefecturein  

2000arelisted together withsome distrib11tionalinformation and comments．  

Key words：Psylloidea，Hiroshima Prefeeture  

は じ め に   

キジラミ類はコナジラミ類ヤアプラムシ類に近縁な小形の半遡目昆虫で∴幼虫・成虫ともに植  

物から吸汁するため，農林業上の害虫とされる種も少なくない．日本からはこれまでに少なくと  

も140種以上が知られているが，小形で一般には注意を引きにくいため，都道府県レベルでの分  

布状況の解明はまだ十分ではない．広島県からは宮武（1977）による7種のまとまった報告を含  

めて，これまでに9種が記録されているにすぎない．  
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2000年夏，広島県各地で主に灯火採集によって得られたキジラミ類標本を調査したところ，多  

くの広島県未記録種が見出されたので以下に報告する，今回の調査で得られたのは未同定種も含  

めて計22種であり∴既知種18種のうち13種は県下初記録であった．なお，2種は明らかに未記載  

種と思われ，近い将来に記載発表予定である．   

得られた種は低地性種から山地性種まで多岐に渡り∴調査地のさまざまな標高を反映していた．  

なかでも，これまで本州中部山地のみから知られていたウワミズザクラキジラミP5ツ～Zα  

morfmo£oiMIYATAKEが県下の北部山地で発見されたことは興味深く，本州中部以北に分布す  

る他の北方系種が中国山地にも分布していることを窺わせる．なお，過去に記録のある種のうち，  

トロエンキジラミク町ZgαかⅥe托e花ぶ王sKulへ・AYJ＼MA（呉市；Miya七ake，1964）とミドリトガリキ  

ジラミ 升£ogαmα卯αKIJWAYA丸4A（比和町宮乱1977）の2種は得られなかった．今回の調  

査は場所，期吼採集法ともに偏っており，不十分なものである．本県下には，まだ多数の他甲  

種が分布しているものと推測され，さらなる調査が望まれる．   

なお，Ossiannilsson（1992）によるキジラミ科の属の取り扱いに従えば，日本産P即Zgα属の  

大半の種（本報文中では7～18番の種に相当）はCαC叩町Zgα属に所属することになる．それら  

のうち，国外にも直する種の一部はすでに所属の変更が行われているが，多くの日本固有種につ  

いては詳細な検討がなされていない，今後，日本産ク8ツJgα属全種について所属の検討を行う予  

定であるが一本報文中では混乱を避けるためにそれらをすべてア砂ZJα属として扱った．   

すべての採集は山内が，同定は井上が行なった．標本の大部分は比和町立自然科学博物館に保  

管され，一部は井上が保存している．原稿を精読され，有益な御助言をいただいた九州大学大学  

院の湯川淳一教授，大阪青山短期大学の宮武顔夫教授，さまざまな便宜をはかっていただいた庄  

原市の中村慎吾博士，採集に協力していただいた比和町教育委月余の垣内秀孝氏，広田昭吾氏，  

森繁光晴氏，比和町の森長幸雄氏岸田青葉氏，及び広島虫の会の諸氏に厚くお礼申し上げる．  

採集地（標高）  

・広島市安佐北区高牧山（約100m）  

・比婆郡比和町比和（約500m）  

・佐伯郡吉和村中津谷（約700m）  

・比婆郡比和町烏帽子山（約1，000m）  

ク  吾妻山（約1，000m）  

・比婆郡高野町大方木山（約1，000m）  

Ca】ophyidae ヒメキジラミ科  

1．Cαg叩めα托なr【dorsαZ£sKuwAYAMA，1908 セグロヒメキジラミ （広島県初記録）   

広島市高松山（3♂2♀，6．Ⅷ．2000）．   

日本全土に普通．ごく小形の種で，頭・胸部は黒色腹部は黄色．寄主植物はウルシ科のウ   

ルシ，ヌルデなどが知られる．  
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Psyl】idae キジラミ科  

2．Accfzよαカm（豆0花王c（エ（KuⅥ7AYAMA，1908）ヤマトキジラミ （広島県初記録）   

比和町比和（8（㌢8♀，9．Ⅶ．2000），高野町大方木山（1♀，12．Ⅷ．2000）．   

北海道～九州，国外では韓国に分布、小形で，夏型は黄～黄緑色，秋型は濃褐色で前週も褐  

色を帯びる．寄主植物はネムノキ（マメ科）．平地～低山地に普通．なお，太田川で1993年に実   

施された河川水辺の国勢調査の際，広島市今井田（太田川st．4）で採集された模本約200個体  

（22．Ⅶ．1993，中村探・宮武同定）が比和町立自然科学博物館に保存されている．  

3．Acc云z王αSα5αゐ主上（MIYÅTAKE，1963）ヒゲナガヤマトキジラミ （広島県初記録）   

比和町比和（1♂，9．Ⅶ．2000），高野町大方木山（1♂1♀，12．Ⅷ．2000；29♂22♀，12．Ⅷ．2000，atlight）．   

本州，四乱国外では韓国に分布．前種に似るが，やや大きく，触角が著しく長い（頭帽の  

約2倍）点で容易に区別できる．寄主植物はネムノキ（マメ科）．山地に多く，前程と混生する．  

4，A花0〃10几eurαmOrよScHWARZ，1896 クワキジラミ （広島県初記録）   

比和町比和（1♂，13．Ⅷ．20町atllgllt）．   

北海道～九州，国外では韓国に分布．大形の種．成熟個体は褐色で，前兜にも多数の褐色斑   

をもつ．径分脈Rsが多数の分枝をもつ特異な廼脈で，日本産の他のキジラミとの区別は容易．   

幼虫はクワ（クワ科）の大書虫として知られる．  

5．勒αm叩ゐ£gαゐeェαぶとfgmα（Ho椚ArrH，1899）ムツポシキジラミ （広島県初記録）   

吉和村中津谷（10♂11♀，22．Ⅶ．2000，atllght）．   

北海道～九州，国外では韓臥中国北部，シベリアから知られる．中形種で，著しく長い触   

角（頭帽の2．5倍）をもつ．寄主植物はイヌエンジュ（マメ科）などが知られる．今回広島県か   

ら得られた個体は，前麹後縁の褐色斑が目立たず，再検討の必要がある．  

6．P5ツZgαmOr云mo£oiMIYA∫rAKH，1963 ウワミズザクラキジラミ （広島県初記録）   

書和村中津谷（1♂，22．Ⅶ．2000．atllgbt），高野町大方木山（1♂，12．Ⅷ．2000，atllght）．   

本州に分布．中～大形で淡黄緑色．前週はやや黄色を帯びる．顕著に長い触角（頭幅の約2．4   

倍）をもつ．寄主植物はウワミズザクラ（バラ科）．これまで本州中部山地のみから知られて   

いた．  

7．P砂gZααわ£eとfKuwAYA丸ノIA，1908トドキジラミ （広島県初記録）   

吉和村中津谷（1♂［線紋塑］1♀［黄色塾］，22．Ⅶ．20町atlight），   

北海道～九州に分布．中形で褐色．本種の前週の色彩には同所的に2型（線紋型，黄色型）   

が知られるが（Miyatake，1969），広島県においても雨型が確認された．寄主植物はカエデの   

一種（カエデ科）が知られる．山地に多い．  

8．PsッZgαα蹴ge托αMIYATAKE，1964 ホオジロキジラミ   

吉和村中津谷（21♂13♀，22．Ⅶ．2000，atlight）∴高野町大方木山（1♀，12．Ⅶ．2000，atlight）．   

本州に分布．中形で，やや淡い赤色の体に白色斑をもち，脛節や頭部額錐は白色．寄主植物   

はゴマもヤプデマリ（スイカズラ科）が知られる．山地に多い．  
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9．p町ZZαα彷oue花OSαKⅥVAYAMA，1908 シロスジキジラミ   

比和町烏帽子山（1♂，14．Ⅷ．2000）．   

本軋四軋九州に分布．中形で，赤褐色の体に多数の白色斑をもつ．前週は褐色で盟脈の   

み白色．寄主植物はズミ（バラ科）が知られる．山地に多い．  

10．P砂ggαCOCC王花eαKuwAYAMA，1908 ペニキジラミ （広島県初記録）   

比和町比和（1♀，10．Ⅶ．2000，atlight）．   

北海道～奄美大島，国外では韓臥台湾に分布．やや小形で，体は明るい赤色。寄主植物は   

アケビ（アケビ科）など．平地から低山他に普通．  

11．ク町gZαノα£ぶfαeJENSEN，1957 ヤツデキジラミ （広島県初記録）   

青和村中津谷（5♂4♀，22．Ⅶ．2000，atlight），比和町烏帽子山（1♂，14．Ⅷ．2000）．   

本州西半，四乳九州；台湾に分布．韓乳カリフオルニア（USA）の記録は寄主の移入に   

よる．中形で，赤褐～淡褐色．寄主植物はヤツデ（ウコギ科）．羽化後寄主を離れて分散するこ   

とが多い．  

12．P砂ggαル短uJαr£sKuwAYAMA，1908 イナズマキジラミ （広島県初記録）   

広島市高松山（1♂，6．Ⅷ．2000）．   

本州西半部以南，国外では韓乳台湾，フィリピンに分布．中形で褐色．前週は浪褐色で，後   

縁に三角形の透明部分がある．寄主植物はツルグミ（グミ科）など．低地の照葉樹林に多い．  

13．P砂ggαノ昭）OJlヱcαKuⅥrAYA姐㍉Jrり1955 カエデキジラミ   

比和町烏帽子山（1♂1♀，16．Ⅶ．2000；1♂1♀，14．Ⅷ．2000），比和町吾妻山（2♀，15．Ⅶ．2000，atlight；  

1♀，8．Ⅷ．2000）．  

北海道～九州に分布．中形で赤褐色．前週は褐色半透明で外線に濃色の帯状紋をもつ．寄主   

椎物はウリハダカエデなどカエデ類（カエデ科）．山地に普通．  

14．ク町gJαmegα花071eUrαF6班STER，1848 クロスジキジラミ （広島県初記録）   

吉和村中津谷（3♂13♀，22．Ⅶ．20町atlight），   

北海道～九札国外ではヨーロッパから中断ヒ部までの旧北区冷温帯域に広く分布．やや小   

形で，褐色の体に漁色斑をもつ．前麹はやや白くくもり，麹脈は褐～黒色．寄主植物はサンザ   

シ類（バラ科）が知られる．山地に多い．  

15．Aひ眈＝p．1   

吉和村中津谷（23♂38♀，22．Ⅶ，2000，atligbt）．   

宮武・薄葉（1997）により本州から報告された，ヤドリギ（ヤドリギ科）を寄主とする種と   

思われる．種名はヨーロッパに産するク町ggαU孟ざC王CuRTISをあててもよいが，当地産の標本   

と比較しておらず，決定は保留しておく．  

16．P即gJαSp．2   

吉和村中津谷（4（㌢‡0♀，22．Ⅶ，2000，atlight）】高野町大方木山（1♂，12．Ⅶ．20町民tlight），   

べこキジラミク砂g～αCOCC立花eαによく似るが，♂♀ともに触角の長さ，交尾券の形態などが   

異なる未記載種である．英彦山（北部九州）の標高800m付近でも採集されている（井上，未  
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発表）．いずれの地でも山地から得られており，低標高地に分布するペニキジラミと標高によっ   

てすみ分けているのかもしれない，  

17．p町JZαSp．3   

吉和村中津谷（4♂4♀，22．Ⅶ．20町atlight）．   

シコクペニキジラミP町ggαmfdorfαeMIYATAKHによく似るが，体・廻ともにより漁色で，   

交尾器形態も異なる未記載種である．やはり英彦山の標高800m付近でも得られている（井上，   

未発表）．  

18．P5ツJgαSp．4   

吉和村中津谷（1♀，22，Ⅶ．2000．atllght），   

リンゴキジラミP砂gZαmαg王（Sc艮MユOBERGER）に比較的似ているが，明らかに小形で，交尾   

器等の形態も異なる．少なくとも日本産に該当種は見当たらないが，♀1個体のみのため，種   

名の確定には至っていない．未記載種の可能性もある．  

Triozidae トガリキジラミ科  

19．Pe£αZoわ′mαわ去coわ「（KuwAYAMノ1，1910）ネグロキジラミ   

広島市高松山（1♀，6．Ⅷ．2000）．   

本州，四軋九州に分布．台湾からも古い記録がある．中～大形で黒褐色．前週は基部4分   

の1のみ黒褐色．寄主植物はナナメノキ（モチノキ科）など．  

20．コケfozαeSαゐiiM】YATAlくE，1975 クロバイトガリキジラミ （広島県初記録）   

吉和村中津谷（8♂6♀，22．Ⅶ．2000，atllght）．   

本州，九州，八重山群島に分布．中形種．体色の変化が著しく，羽化直後は淡緑色成熟する   

につれて淡い黄赤色となり∴越冬後は濃褐色に変化する．寄主植物はクロバイ（ハイノキ科）．  

21．rrfozα花王grαKuwAYAMA，1910 クロトガリキジラミ   

書和村中津谷（2♀，22，Ⅶ．2000；1♂2♀，22．Ⅶ．2000，atlight），比和町吾妻山（1♂鼠Ⅶ．2000；1♂，   

27．Ⅷ．2000）．  

日本全土，国外では韓国に分布．中形で光沢のある黒色．寄主植物はエゴノキ（エゴノキ科）．   

平地から山地に普通．  

22．乃・£ogαCゐe花叩0（豆孟iREUTER，1876 アカザトガリキジラミ （広島県初記録）   

比和町吾妻山（1♂，8．Ⅷ．2000）．   

本州西半，四国，九州；旧北区温帯城に広く分布．小形で光沢のある黒色．前麹はやや黄色   

を帯びる．麹長などの形態に季節的2型が知られる．寄主植物はアカザ，シロザ（アカザ科）．  
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